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日本国際政治学会

No.8 July 1979

国際政治学会創立と同時に会員になった記憶をたぐる

とすでi‐ 四半世紀に近ずいている。当初かけ出しの大学

院学生であった私は国際政治学という学問が,学界の片

すみで細々と息をつづけているような状態に到底満足で

きなかった。私が学会の設立直後から田中直古先生の組

織する若手研究会に休みなく出席する崇|いな会員になっ

たのはそのためであった。戦前からの国際法学会の中で

はl■ 際政治の研究領域は外交史と共に国際法の付属物で

あるにすぎなかった。戦後出来たばかりの日本政治学会

の中でも国際政治学は政治学の周辺部を構成するに過ぎ

ないものと見散され,国際政治学のわかる政治学者の■

はいちぢるしく少なかった。

何れにせよ敗戦という事実は卜際政治学にとって大き

な転機となってよい筈であった。太平洋戦争の敗北によ

り明治日本の栄光は完全に崩壊したが国際政治学は日本

の進路を途中で変える能力を持たなかったcそ うである

以上国際政治学のあらたな出発にあたっては,三度とそ

のようなことがあってはならない。この学問の知的再i■

織化と再制度化とが少くとも私にとってはそういった気

構えでなされるべきものと思われた。事実国際政治学ヘ

の若手の期待は大きかったが,学会の出来た経緯からし

て当初は東大法学部がこの学会に対して完全にそっぼを

向いた。そのようなこともあって当初この学会に積極的

であった私の指導教官植田ltr雄先生もしりごみするよう

になり,私にあまり深入りしないようにと電話でひそか

に注意されたほどであった。

当時着手研究会の規模はせいぜい10数人であった。今

の学会の中の様々の部会とくらべると,その一つくらい

の大きさにも充たなかったと云えよう。鮮明な記憶に残

っていることの一つは1972年に韓LtJで処刑された金+南

君がメンバーの一人にいたことであった。同君は研究会

でも竹島問題についての韓国側の主張を巧みに整理して

話してくれたがそのときの調子から見ても金君自身が純

ロ

関 寛 治 (東京大学)

粋のナショナリストであることは疑いえない事実であっ

た。その金君が韓国l‐ 帰って
ll党の議員に当選して活躍

していることを開いたのは, この上なく喜ばしいことで

あった。そオ:だけに金君がFT~際法学者の朴さんと一緒に

北朝鮮のスパイとして逮捕され死刑を求刑されたのは大

きな衝撃であった。ヨ際政治学会の中でも朴大統領あて

助命の嘆願書の署名が集められた。71年利(の学会で 2,

3の 例外を除いて学会に出席していた会員のほとんどの

方が署名して下さった喜びも束の間,金君の処刑が1972

年南北赤十学会談の開始の直ntに発表された。いいよう

もなく大きなショックであったЭ朝鮮半島問題について

匡際政治学と国la― 政治学者との無力さをこれほど強く感

じたことはなかったといえる。翌年日本
｀
「 TFJ学会が出来

たが,今でも私はその背後に金十市君の怨念がのりうつ

っているのではないかという気が t´てならない。

国際政治学は知的な学問の営みである。ベーコン|ま「知

は力であるJと 云ったc私 もそう思いたい。しかしこれ

までのヨ際政治学者はあまりにも現存国家権力|こ依存し

がちで到底知自身の力に依存していると|よ云えないであ

ろう。今後の国際政治学は知その1)のが国際秩序を変え

させる力にならなければなるまいc国際政治学会は今後

も今までの国際政治学会の日本型近代化の道をくり返す

ことが必要であろう。そうなったときはじめて国際政治

学 [ま 自立した知の力を評価されることになろう。今国際

権力政治は1在力構造それ自体の変動期にあるといわれ

る。しかし他方今は古い性格の権力政治から知が中核的

ウエイトを占めるようなあたらしい地球政治へ向っての

大きな移行期でもあろう。この点で変動過程そのものは

二重の意味をおびざるをえない。知が純粋に力となりう

る条件は一体何のか。個人の役害1と いう見地だけからで

はなく木来の世界の平和秩序の可能性と云う見地から,

この問題を真正面にすえて考えて行くことが今後は国際

政治学会の規範的課題にならなければならない。

頭巻
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研究分科会の近況

東南アジア部会

松 本 三 郎 (慶応義塾大学)
西 原   正 (防衛大学校)

東南アジア部会は発足したものの,前部会責任者長井
信一氏の広島大学への移動などの理由もあり, これまで

のところまだ十分な活動体制に入っていなかった。学会

の秋季大会を期して軌道にのせたいと意気込んでいるc

東南アジア研究講座をもつた学が日本にほとんどない点

でも, この吉「会の意義は大きく, とくに若手研究者の発

表と活動の場としていければと念願している。

当然のことながら,当日
`会

も多岐にわたる研究分野を

活動対象としてよいと思う。ただ国際政治学会のなかの

部会であるから,い くつかの焦点を考えるとすllば ,(1)

東南アジアをめぐる国際関係,安全保障,("各 Ftlの外交
史,外交政策,政策決定過程,(3)低開発国の特性として
の政党,軍部,官僚の機能,(神経済援助,軍事援助,“ )
ナショナリズムと宗教,イ デオロギー,(0日 本軍政およ

びそのインパクト,な どが含まれようか。

東南アジア部会は地域研究部会としての性格上,学際
的研究を要するので,歴史,比較政治学,FT・際政治学を
中心に社会学,経済学,文化人類学方面の研究者も歓迎
したい。さらに理論構築のケースとして東南アジアを選

ぶ研究者も大いに部会を活用していただきたい。関心あ

る学会員は慶応大学法学湘;松本三郎研究室 (〒 108港区

三J2-15-45)に ,氏名,所属, 関心研究テーマ,発
表希望テーマ,お よび部会活動に関する助言,意見を 9

月末までに連絡いただきたい。ll季大会には暫定的名簿

を作成して部会の研究会をもちたい計画である。

1979年秋季研究大会の予告

日   時 :1979年 10月 13日 (土),14日 (日 )
場   所 :九州大学
共通テーマ :現代国際政治と周辺地域の変動

トランス ナ シ ョナル ・

リレーシ ョンズ部会

馬場 仲也 (津田塾大学)

トランスナショナル宙;会は毎月 1回定例研究会を開催

しており, 9月 以降の研究会の予定は下記のとおり。

9｀月22日 (土)植 田隆子 (津田塾大学大学院)
「地域的安全保障問題の史的展開J

10月 6日 (■),馬場伸也 (津田塾大学)

「■4際人権問題と NGOJ
ll月 17日 ∈11)伊藤昇 (津田塾大学)

「ユネスコの世界連盟結成についてJ

12月 8日 (土)加 1藤俊作 (関東学院大学)
「軍縮と NGO」

毎回午後 2時から5時まで,津 LI塾大学国際関係研究

所 (2号館 3F)において開催いたします。御関心をお
持ちの方は是非御参加下さい。なお,秋季研究大会の分

科会での報告は,分田順子 (津田塾大学大学院)「初期

欧州統合に対する TU.C.(イ ギリス労働組合会議)の
対応」を

1予定しております。

l・_絡先 :〒 187東京都小平市津田日J1491

津田塾大学国際関係学科 国際社会学研究会

学会活動報告 (1979年 1月～6月 )

1月 6日  第 1回拡大編集委員会部門代表者会議の開催
1月 20日  1978年度海外交換論文第 1段審査委員|こ よる

審査結果の集約

1月 20日  研究大会報告希望・研究分千卜会参加希望など
についてのアンケートの発送

2月 6日 維持会員を対象とする懇談会の開催 (於産業
研究所),講「T:宇佐美滋 (東京外国語大学)
永井陽之助 (東京工業大学), テーマ「米中

国交回復をめぐってJ

2月 10日  第 2回拡大編集委員会部門代表者会談の開催
2月 16日  1978年度海外交換論文第 2段審査委員会開催
2月 16日  1978年度第 5回運営委員会の開催

3月 6日 維持会員を対象とする懇談会の開催 (於産業
研究所),講師 :浦野起央 (日 本大学),テ ー

マ「中東情勢の現段階」

3月 16日  H.シ ンガー教授 (英国サセックス大学国立
開発問題研究所)講演会の開催 (於 如水会
館),テ ーマ「新ヨ際経済秩序の政治的次元」

5月 18日  1979年 度第 1回運営委員会の開催

5月 19日 ～20日  1979年度春季研究大会の開催 (於慶応

義塾大学),大会出席者約350名 ,懇親会出席
者約130名

5月 19日  1979年 度第 1回理事会の開催

5月 19日  1979年度第 1回総会の開催

5月 19日  機関誌「国際政治J第 61・ 62号 (創立20周年
記念特集号,1979年度第 1・ 2号 )『戦後日本

の国際政治学』の発行,配布
5月 19日  1979年度第 1回編集委員会の開催

6月 15日  新名誉会員への就任 (4月 1日 付)依頼状の
発送 (6月 30日 確定) (大畠英樹)

-2-



学会誌編集委員会だより

川 田   侃 (上智大学)

昨秋,編集主任の役を谷川会員から川田が引き継ぎ,

7名 の新委員を胡|えて新編集委員会が発足しました。そ

の後,前編集主任の谷川会員を交え,今後の編集方fTを

協議してまいりましたところ,多 くの会員諸氏からの強

い御要望もあるところから,1980年 (来年)度以降は,

学会機関誌を年に三回発行することとし,その実現に努

力することに致しました。よろしく御支援下さい。

各号とも特集テーマを組むこと,ま た執筆者の選考等

について,その号の編集責任の委員のイニシアティブを

尊重することは,従来通りと致しますが,若干の論説に
ついては,すでに≪ニューズ・レター>No 4で 谷川前

編集主任からお知らせ致しましたように,特集テーマを

事前にニューズ・レター年で会員にお知らせして,論文

を公募し,そのなかから選考・掲載したいと考えていま

す。またこれもすでに谷川前編集主任よりお知らせしま

したように,将来できれば毎号,特集テーマとは別に,

一ないし二編の独立論文を編集委員会で選考の上掲載し

たいと考えています。会員諸氏とくに若手研究者からの

積極的な御応募,投稿を期待致します (枚数は 400字詰

原稿用紙50枚以内,投稿先 :〒 102千代田区紀尾井町 7

上智大学 l■ 際関係研究Fl り|||1研究室気付 日本国際政治

学会編集委員会)。

なお,1980年度の予定は次の通りです (テ ーマはいず

れも仮題)。

64号 「■1際開発論」(編集責任・森利一,80年 5月
千 1)。

65号 「社会主義とナショナリズムJ(編集責任・中

西治,80年 8月 干1)。

66号 「外交史―一 日本および東アジアJ(編集責任
・目井勝美/藤井昇三,80年 10月 刊).

◇機関誌第64号『国際関発論』

の原稿募集について

機関誌第64号 (1980年 5月 刊行予定)の特集テーマは

『国際開発論 1です。 Intemational Developmentと ぃ

う概念はご承知のように,多様な意味連関をもっていま

す。さしあたり, この特集号では「マン・パワーの開発J

と「科学・技術の移転」とに焦点をあてて構成したい,

と考えています。もとより, これにこだわらずにご意見

をお寄せいただければ幸いです。

今秋の学会 (10月 13～ 14日 )の さい,選考いたします

が, 9月 末日までに,執筆希望者は小生宛にテーマと要

旨 (400字 ×1～ 2枚)を お送り下さい。

ご執筆いただくよう編集委員会で確定をみた方は,

1980年 1月 末日までに原稿を小生宛にお送りいただきた

いと存じます。枚数は 400字 X50枚 以内というのが一応

のメドです。

この特集号て公募できる論文の数は 7～ 8点です。n4・

集責任者の側で準備をすすめている論文は「'国際開発'

概念の検討J(仮題)だけですから,第 64号は公募原稿
によって組み方てられることになります。このような形

で特集号を組むのは初めての試みですので, よろしくご

協力ご支援をお願い致したいと存じます。

森 利一 (広島大学)

学会会計だより

宇 野 重 昭 (成躍大学)
いつも学会会計に御協力ありがとうございます。現在

会詞の運営もほぼ‖原調に進んでおります.ただし,今春
の春季大会で御報告中し上げましたように,今年から学

会機関誌の発行を年 2回から年 3回 に増やすことを予定

しております。会費を現状のまヽこの日標を達成するた

めには,第 1に会費の納入率を 100%に 近くすること,

第 2に学会直売の機関誌売り上げを倍加するよりほかあ

りません。どうか下記のことに御協力下さいますようお

願い申し上げます。

(1)会費はできるかぎり早く納入して下さい。

学会の郵便日座番号は次の通りです。

振替東京 6-30503

(a『20周年記念特集号』(61・ 62巻合併号)は会費納

入者にお送りしています。なお御自分のもの以外に

会員特別価格 (2割引で2400円)で学生等に IF‐布し
て いさいます方は下記に御一報下さい。ゼミなどで

御紹介下さリー定数をまとめて ドさいますと大変助

かります。

14絡先

(a)市務局

〒186国立市中 2-1 -橋大学磯野研究館内
細谷研究室 (Te1 0425-72-1101内 線409)

(b)事
:務局分局

〒160新宿区西早稲田 1-6-1 早稲田大学社会
FI学部 大畠研究室

(Te1 03-203-4141内線6468)

(C)会計担当

〒180武蔵野市古祥寺北町 3-3-1 成曖大学法
学部 宇野研究室

(Te1 0422-51-5181 内468)
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海外ニューズ

1979年度 ISA年次大会

石 川 一 雄 (匡1立音楽大学)

70年代米副∃際学 (International Studies― 以下 ISと

記す)を 50年 代,60年代とくらべて,低迷気味と見る人

は少くない。 そうした中で注目されるのは,「行動科学

以後」として設定された理論化の行方だろう。この面で

は,F「 家を中心とする視座から離れて,新 しい理論的ブ

レーク・スルーを得ようとするさまざまなアプローチが

この10年広く展開した。政治理論におけるダールとタフ

トの認 it,エ スニック・コンフリクトヘの関心, コンソ

シェーション概念の形成,国際政治・外交論での官僚制
モデルの登場, トランスナショナルな,あ るいは トラン

スガバメンタルな関係への関心の流行,そ してコ際政治

を人権や民主主義の面から考える■lJ向―― これらが混然

一体となって, さまざまなすブナショナルな単位の存在

状況をグロースルからローカルまでの広い視野のなかで

理解しようとする姿勢を生み出しているc今おそらくわ

れわれは, これを ISにおけるブルーラリズムの形成と

して把握し, これをもって70年代を1寺徴づけることが可

「lLで ぁろう。

とすれば,80年代の課題は,特殊アメリカ的 な理 論
的・社会的文脈の下にあるこのブルーラリズムの批判 |こ

集約されることになろう。すでに国益中′ものハイボリテ

ィックスのみを関心対象とする研究者や, ブルーラリズ

ムの リベラリスティックな文脈に危倶を抱く人々からの

反発や対応が顕著になってきている。

ともあれ,今年の ISA大会 (3月 22日 -24日 , カナ

グの トロン トで開催)は , こうした状況を痛いほど反映

したものだった。今回の中.いテーマは “Local,National

and Global Publics in the Vヽorld: A Challenge to

lnternational Studies"で あった。

大会の内容は,0国際政治学の既存のアプローチを洗
い直し,知識のイ」71Jな 蓄積のための展望を得ようとした

■続バネル「町際FIB係研究における知識の蓄積」,OC・
アルジャーのアプローチに基づき,世界政治におけるロ

ーカルな価値の救済方法を探る連続パネル「世界問題に

おける地方の力の構築J, 0そ して各ユ|か らの (と いっ

ても日本と東西ヨーロッパのみ)招待学者による特別パ

ネル「 トランスナョナル・エンタープライズとしての IS

の将来Jの三つを核として組織され,全体としてパネル

数はかな りⅢtり , これまでになくまとまった大会になっ

た。 lll模の縮小は,ホ ットなハイポリティックスを扱う
パネルの減少によるもので, トランスナショナルな関係

l‐的を絞った大会 (2年続き)へのある種の反発の存在

をうかがわせるものだった。

①については, ここでは省略する。ただ,理論関係で

は,通常パネルで, D・ イーストンの司会する国際政治
へのバイオボリティックス論の適用が関心を集めていた

のが印象的だった。0については,いわば,米国社会全

体の国内志向と地方政治への研究資金の流入という状況

への国際政治学者からのやむなき対応という色彩の強い

もので,少 くとも第三世界のペリフェリーにいる民衆の

救済,上斎価値の意識化といった刷1題意識とは別のもの

である。しかしこの連続パネルで,地方のコミュニティ
ーと国際政治のリンケージ認識を土台に,米 L■lの地方民

衆に対する国際政治への関心の拡大のための教育システ

ムが語られ, ローカル・アウトリーチ (コ ミュニティー・

アウトリーチ)についての具体的方法論や数々の実験報

告が行われたのはきわめて印象的だった。ISにおける

新たなフロンティアの一つとして,普遍的な意味をもっ

た研究方向といえよう。

0については,余 りたちいった議論は行なわれず,失

望した。光ったのは武者小路氏の報告など数報告で,あ

る程度この方向での学習過程は進んでいる筈なのだが,

期待外れに終ったのは残念である。

◇関連学会のお知らせ

日加会議 8月 31日 (金)～ 9月 2日 (日 )

iぐ大学セミナーハウス (八王子)

日本政,台学会  9月 23日  (日 ), 24日  (月 )予定

於東北大学

国際法学会 10月 20日 (土),21日 (日 )

於京都大学

国際経済学会 10月 20日 (土 ),21日 (日 )

於熊本商科大学

アジア政経学会 10月 27日 (上),28日 (日 )

於神戸大学

日本 EC研究者大会 11月 10日 (土),11日 (日 )

於-1喬大学

平和学会 11月 23日 (金),24日 (土)予定

於中央大学

1978年度 BISA年次大会

馬 場 伸 也 (津田塾大学)
1978年度 BISA年次大会はオックスフォード大学のセ

ント・キャサリンズ・カレッジにおいて12月 18日 から20

日にかけて開催された。160名 が出席し, うち約 25名は

ロンドン在住の外交団であった。これらソ連,ア メリカ,

中
'1, 
日本,韓国各大使館の代表が参加することによっ

て,大会の国際的な雰囲気は一層盛り上がった。
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会合は,「 F~際政治経済」,「国際協力」,「安全保障」,

「日本」という4つの学際的なテーマを特集した。 日本
の島野教授,麻田教授,ア メリカのメリーランド大学の

ディヴィス・ボブロウ教授らが各自専門分野からの報告

を行なうことによって,政治学,経済学,歴史学的観点
からの相互補完的な分析の比較がなされた。国際機構論

に関する教育,お よび学界とイギリス外務省の対話に関

する特別部会も開催された。大会においては全体会議が

2度開かれ,第 1回全体会議では FCOの 次官マイケル・

パリザー氏が彼の職務の一般的性格について論じ, 2日

日の夕方は英国海軍兵学校のビーター・ネイラー教授が

アメリカやイギリスの政府機関に出入りする学者の活動

に関する機知に富んだ批評を行なった。

総会では会長のディヴィンド・フイトマン教授と会計

担当のランドルフ・ケント教授が BISAの 財政情況を説

明した。それによれば,BISAの 財政基盤は当面は安定
しているが,長期的にはより多くの会員を獲得する必要

があるとのことであった。3/′′′Sカ ル″″″α′9ノ
rf″′″″α

ノ′οπα′Sノ″グザ′s編集長ジャック・スベンス氏は高水準の

論文を公刊することができたこと,出版社は Longmans

社から次回は他の出版社に移すかもしれないこと等を報

告した。そのあと BISAの各部会の活動幸R告 がなされ

′t。

次回の大会は1979年 12月 17日 から19日 までキール大学

において開催される予定であるc

新 著 余 滴

『中 ソ対立と現代一戦後アジアの再考察』

(中央公論社)

中 嶋 嶺 雄
本書は,すでに現代史の一章となりつつある中ソ対立
という課題の重要性に鑑みて,その生成と発展のプロセ

スを歴史的に再構成し,戦後アジアの国際環境について

の従来の認識を再検討しようとする目的で書き下された

ものである。私がこのような作業を試みた動機は, ここ

数年来,多 くの重要な資料や文献がアメリカにおいて公

開もしくは解禁されはじめたこと,中国やソ連の供1にか

んしても,既存の資料や公開文献に力口えて非公開ないし

は非公式の文献を通じ,かなりの程度本書が目的とする

作業を遂行し得ると判断され得たこと,か くして,中 ソ

の一枚岩的 ll結の神話に開ざされた時期の中ソ関係の真

実と虚構が透視可能になりはじめたことにあった。

こうした本書の目的と動機からして,本書が主たる対

象とした時期は,第二次陛界大戦終結前後のいわゆるヤ

ルタ体制の形成期から中ソ論争が公然化するにいたる以

前の時期とし,具体的には1945年から1959年までを主と

して取り扱った。しかし,序章「中ソ対立の構造と “地

政学"Jでは中ソ対立を考察する場合の理論的・方法論

的な前提を提示し,同時に中ソ関係の歴史的ダイナミズ

ムの磁場にかんして “地政学"的な検討をおこなった。

また,終章「中ソ対立の神話Jは,現代史における陥穿
としての後知恵 (hindSight)の 問題を考えることによっ

て,本書全体への自省を試み,同時に中ソ関係の将来の

変化の蓋然性をも展望したつもりである。内容は第一章

「アジアの冷戦と中ソ関係J,第二章「米中関係の心理と

宿命J,第三章「毛沢東とスターリンー中ソ友好同盟の

真実と虚構―J,第四章「朝鮮戦争と中ソ対立J,第五章

「高商事件と東北をめぐる中ソ関係J,第六章「中ソ関係
の緩和と破局」となっている。

本書の完成は,私にとっても長年の懸_~であったが,

それだけに多くの方々の厳しい御批判,御教示を仰ぎた
いと思っている。

学 会 余 録

ペーパーは準備できないか ?

今年度春季研究大会が 5月 19日 ,20日 に慶応義塾大学

で開催された。この折,研究大会が単なる “お祭"に終

らず,実 りある成果をあげていくためにはどうあるべき

か,忌憚ない意見を伺おうと会員にインタビューを試み
た。検討に値する意見を若千紹介しておきますc

第 1点。報告者は詳細なペーパーを準備すべきではな

いか, という意見。本学会はこれまで簡単なレジメが用

意されるだけで,本格的なベーパーが提出されたことが

ない。そのレジメすら当日手渡されるだけである。これ

では事前に報告の要旨も知りえず,前もって質問を準備
しておくという作業はできない。その結果,発表報告を

聞いたその場で質問を急造せざるをえない。確かにベー

バーの準備には時間もかかり,それに必要な運営 l・ lの改

善についても困難な問題が横たわっているであろうが,

研究大会の質的向上を図るためには真貪1に検討すべき課

題ではなかろうか。

第 2点。研究分科会にも十分な時間を, という意見。

研究大会の当日に開催される専門部会の分科会がlI子扱

いされて,十分に議論する時間が少ない。もともと別の

期日に開くのが本筋であろうが,遠隔地にわかれている

部会メンバーが 1人でも多く集れるのは大会当日以外に

ないのが現実である。このため大会当日の分科会におい

て,十分に発表と討論ができるようなプログラムを組ん
ではしい。

このほか同じ問題関心の報告が同時に行われるプログ

ラムの組み方に改善の余地はないか等の多くの注文があ

ったが,紙面の制約もあって割愛する。 (文責 H.Y)
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慶応義塾大学で開かれた今年春の国際政治学会で

は一つ大変興味深い部会があった。

それは『戦後日本の対外行動一 回想の日本外交』

部会で,斉藤鎮男,中川融両元国連大使が報告をし

た。外交の実務家としてトップにあった両氏の報告

は,理論は分っていても実務に暗いわれわれ研究者
にとって非常に刺戦的であった。

例えば,斉藤大使は,国連における日本政府の対

処方,|は原則として米国に同調だが,同時に米国と

言省墓召[[島「 菖首 あ

~ヨ

髯 :['F機
しば米国に反対 t__´ ____十一 ´

` 
程そういうもの

かと思った。

中川大使は1971年 9月 の国連総会で,中国が加盟

を認められ台湾代表が退場する痺1的ないきさつを極

めてリアルな臨場感をもたせながら報告された。こ

れも大変エキサイティングな話であった。

今後, こうした実務経験者の話を開く機会をもっ

と作ってもらえたらと思う。例えば,国際的なスク

ープをやった記者の話などぜひ聞きたい。

花井 等 (京都産業大学)

事務局ニューズ

(1)新名誉会員
名誉理事長 神川彦松
顧   問  l村幸策,日岡良一

大塚博比古 (外務省調査部長)

名 誉 理 事 石田栄雄,大平善梧,尾上正男,川 _L敬
逸,金田近二,具島兼三郎,信夫清二郎
武内辰治,日 中直吉,英修道,山本茂

名 誉 会 員 秋山光材,内田繁隆,松本馨,安井郁
(2)事務局員の一部変更
事務局活動の機能分散化の一環として,今回,事務局
メンバーを一部変更し,以下のとおりと致します。大畠

英樹 (事務局長),馬場伸也 (副事務局長),志鳥学修,

滝田賢治〔新〕;生島佳代子,新村幸子〔新,大畠研究室〕
(3)機関誌
ご承知のように,機関誌「国際政治」倉1立 20周年記念

特集号『戦後日本の国際政治学』は本年 5月 の春季研究

大会時に発行,配布され,お蔭様にて好評を得ておりま

すが,今後,あ るいは増刷する場合もありうるかと思わ

れますので, この機会に,多 くの会員から本号について
の忌憚のないご意見・ご感想,あ るいはお気づきになっ
た誤まりなどについてのご指摘をいただきたいと存じま

す。何卒, よろしくお願い申し上げます。締切りは9月

末日,宛先は学会事務局でございます。 (大畠英樹)
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